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（　
　
　
）
一
○
五
一
○
五
は
じ
め
に
一
、
明
治
十
年
、
萩
・
岩
国
両
区
裁
判
所
の
遅
不
参
者
対
策
二
、
明
治
九
年
代
、
岩
国
区
裁
判
所
の
呼
出
に
遅
不
参
の
者
処
分
の
事
例
三
、
遅
不
参
者
対
策
に
関
す
る
明
治
初
期
中
央
省
庁
の
事
例
は
じ
め
に
　
本
稿
は
先
き
に
両
三
度
に
わ
た
っ
て
公
表
し
て
い
た
明
治
初
期
の
民
事
裁
判
史
料
―
―（
表
紙
右
肩
に
「
明
治
九
年
三
月
」、
表
紙
中
央
に
「
决
議
録
」
そ
し
て
表
紙
左
肩
に
は
朱
書
で
「
永
久
保
存
」
そ
し
て
そ
の
や
や
左
下
方
に
は
「
山
口
裁
判
所
民
事
課
」
と
「
永
久
保
存
」
を
除
い
て
墨
書
さ
れ
た
記
録
簿
册
で
、
左
肩
部
あ
た
り
に
「
民
事
第
三
七
号
」
と
い
う
帳
簿
進
行
番
号
な
る
印
刷
入
り
の
付
箋
が
貼
布
さ
れ
て
い
る
）―
―
に
つ
い
て
、
引
き
つ
づ
き
進
め
て
き
た
史
料
調
査
を
ま
と
め
た
報
告
書
で
あ
る
。
本
史
料
は
現
に
広
島
高
等
裁
判
所
管
理
下
に
在
る
。
筆
者
ら
は
そ
の
後
も
引
き
つ
づ
き
長
官
を
は
じ
め
多
く
の
関
係
各
位
の
一
方
な
ら
ぬ
御
理
解
と
御
協
力
を
得
て
明
治
期
の
民
刑
事
裁
判
史
料
の
調
査
と
資
料
収
集
を
営
々
と
し
て
続
け
て
い
る
が
、
そ
れ
は
前
記
裁
判
所
関
係
各
位
の
並
々
な
ら
ぬ
御
厚
意
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
事
を
謝
意
を
込
め
て
改
め
て
付
記
し
て
お
き
た
い
。
参
考
ま
で
に
こ
れ
ま
で
の
前
記
「
决
議
録
」
の
調
査
報
告
を
挙
げ
て
お
く
。
そ
の
史
料
解
説
等
は
各
掲
載
誌
上
の
本
文
を
参
照
さ
れ
た
い
。

明
治
初
年
代
の
「
東
京
裁
判
所
民
事
課
事
務
節
目
」
に
つ
い
て
―
―
明
治
九
年
三
月
、
山
口
裁
判
所
民
事
課
の
「
决
議
録
」
調
査
報
告
・
そ
の
一
―
―
紺
谷
浩
司
／
加
藤
高
（
西
南
学
院
大
学
「
法
学
論
集
」
第
三
七
巻
第
四
号
九
三
頁
〜
一
七
〇
頁
）

明
治
初
年
代
の
「
広
島
裁
判
所
民
事
課
事
務
節
目
」
に
つ
い
て
―
―
明
治
九
年
三
月
、
山
口
裁
判
所
民
事
課
の
「
决
議
録
」
調
査
報
告
・
そ
の
二
―
―
紺
谷
浩
司
／
加
藤
高
（
西
南
学
院
大
学
「
法
学
論
集
」
第
三
八
巻
第
一
号
二
三
頁
〜
八
五
頁
）

明
治
初
年
代
の
「
廣
島
裁
判
所
民
事
取
扱
順
序
」
に
つ
い
て
―
―
明
治
九
年
三
月
、
山
口
裁
判
所
民
事
課
の
「
决
議
録
」
調
査
報
告
・
そ
の
三
―
―
広
島
修
道
大
学
「
明
治
期
の
法
と
裁
判
」
研
究
会
（「
修
道
法
学
」
第
二
八
巻
第
一
号
一
一
五
頁
〜
一
四
二
頁
）
＜
紹　
介＞
明
治
初
年
代
、
民
事
裁
判
呼
出
に
遅
不
参
の
者
処
分
の
一
事
例
　
―
―
明
治
九
年
三
月 
山
口
裁
判
所
民
事
課
の
「
决
議
録
」
　
　
　
　
調
査
報
告
・
そ
の
四
―
―
広
島
修
道
大
学
「
明
治
期
の
法
と
裁
判
」
研
究
会
加　
　
藤　
　
　
　
　
高
＜紹　
　
介＞
修
道
法
学　
二
九
巻　
一
号 
一
○
六
（　
　
　
）
一
○
六
　
以
上
の
裁
判
史
料
に
見
ら
れ
た
の
は
、
明
治
前
期
、「
裁
判
所
」
と
い
う
、
前
時
代
に
は
到
底
見
ら
れ
な
か
っ
た
と
こ
ろ
の
、
行
政
庁
か
ら
完
全
に
分
離
独
立
し
た
司
法
の
府
の
新
名
稱
で
あ
り
、
こ
の
新
し
い
「
裁
判
所
」
設
置
当
初
は
、
そ
の
名
稱
に
相
応
し
い
欧
米
の
法
知
識
を
身
に
付
け
た
裁
判
官
を
初
め
と
す
る
司
法
官
僚
も
漸
く
養
成
の
緒
に
付
い
た
ば
か
り
で
、
そ
こ
に
は
幕
末
維
新
の
草
莽
の
志
士
あ
が
り
の
人
々
が
多
く
司
法
官
に
任
用
さ
れ
る
と
い
う
状

あ
っ
た
。
そ
し
て
「
裁
判
所
」
設
置
自
体
も
、
明
治
前
期
そ
れ
ほ
ど
ス
ム
ー
ズ
に
は
運
ば
ず
、
明
治
五
（
一
八
七
二
）
年
八
月
、
当
時
新
し
く
司
法
卿
に
就
い
た
江
藤
新
平
の
手
に
成
る
「
司
法
職
務
定
制
」
の
下
で
初
め
て
府
県
裁
判
所
等
の
各
種
裁
判
所
が
、
東
京
近
辺
の
諸
県
・
開
港
場
と
云
っ
た
特
定
の
府
県
に
十
数
箇
所
設
置
さ
れ
た
。
以
後
政
治
上
財
政
上
等
の
事
情
か
ら
全
国
的
な
裁
判
所
設
置
は
遅
々
と
し
て
進
ま
ず
、
漸
く
明
治
八
（
一
八
七
五
）
年
四
月
、
元
老
院
・
大
審
院
設
置
等
の
詔
勅
に
基
づ
き
、
大
審
院
以
下
諸
裁
判
所
設
置
が
本
格
化
し
て
い
く
。
そ
の
様
な
状
況
下
で
、
中
国
地
方
諸
県
中
で
は
初
め
て
府
県
裁
判
所
と
し
て
の
山
口
裁
判
所
が
設
置
開
庁
さ
れ
た
（
明
治
九
年
三
月
二
八

こ
の
設
置
開
庁
当
初
か
ら
山
口
裁
判
所
で
は
、
民
事
上
の
裁
判
事
務
の
運
用
に
つ
い
て
も
、
で
き
る
限
り
中
央
の
意
向
に
沿
っ
た
形
を
考
え
て
い
た
こ
と
か
ら
、
た
と
え
ば
「
東
京
裁
判
所
民
事
課
事
務
節
目
」
を
参
考
に
資
し
、
こ
れ
を
標
準
に
、
地
方
の
特
色
を
も
活
か
し
て
修
正
を
重
ね
、
独
自
の
民
事
裁
判
事
務
に
関
す
る
内
規
を
作
製
し
、
事
務
運
用
を
図
っ
て
き
た
。
そ
れ
が
「
広
島
裁
判
所
民
事
課
事
務
節
目
」
で
あ
り
、
恐
ら
く
そ
れ
を
基
礎
に
当
裁
判
所
の
民
事
事
務
全
般
の
運
用
内
規
を
集
大
成
（
１
）
況
で
（
２
）
日
）。
し
た
も
の
が
「
広
島
裁
判
所
民
事
取
扱
順
序
」
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
測
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
前
記
「
决
議
録
」
に
は
他
に
興
味
深
い
明
治
十
年
代
の
裁
判
史
料
が
編
綴
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
中
に
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
人
々
の
関
心
を
惹
か
な
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
事
実
―
―
民
事
上
、
裁
判
所
の
呼
出
し
を
受
け
て
遅
参
不
参
し
た
者
の
取
扱
い
を
め
ぐ
り
、
裁
判
所
内
で
取
り
交
さ
れ
て
い
た
伺
い
・
指
令
そ
し
て
そ
れ
に
関
す
る
運
用
内
規
―
―
も
見
出
さ
れ
た
（「
决
議
録
」
三
九
葉
目
か
ら
四
六
葉
目
に
編
綴
さ
れ
て
い
た
「
山
口
裁
判
所
」
用
紙
等
使
用
の
文
書
）。
こ
れ
を
紹
介
し
な
が
ら
、
あ
わ
せ
て
明
治
前
期
の
関
連
法
令
を
辿
る
こ
と
で
こ
の
問
題
が
当
時
ど
の
よ
う
に
司
法
中
枢
に
お
い
て
見
ら
れ
て
い
た
の
か
、
―
―
明
治
前
期
の
政
治
的
思
想
的
状
況
と
り
わ
け
次
第
に
国
民
の
間
に
高
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
自
由
民
権
思
想
、
に
対
抗
し
よ
う
と
す
る
政
府
側
の
対
応
等
―
―
を
考
え
る
際
の
さ
さ
や
か
な
側
面
的
一
資
料
に
役
立
つ
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。
（
１
）　
た
と
え
ば
わ
が
国
初
代
大
審
院
長
玉
乃
世
履

一
八
二
五
（
文
政
八
）
年
〜
一
八
八
六
（
明
治
十
九
）
年

は
岩
国
藩
士
の
子
と
し
て
生
ま
れ
、
長
じ
て
藩
校
教
授
と
し
て
子
弟
の
教
育
に
携
わ
る
旁
ら
、
幕
府
の
長
州
征
討
の
折
り
農
兵
隊
を
指
揮
し
て
幕
府
軍
と
戦
う
等
の
軍
功
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
明
治
元
（
一
八
六
八
）
年
岩
国
藩
公
議
人
と
な
り
入
京
し
、
翌
年
広
沢
眞
臣
に
認
め
ら
れ
て
新
政
府
に
登
用
さ
れ
、
明
治
四
（
一
八
七
一
）
年
八
月
司
法
省
に
入
り
司
法
権
大
判
事
と
な
る
等
司
法
省
内
で
の
重
要
な
官
職
に
就
任
し
て
い
る
。
　
ま
た
明
治
九
（
一
八
七
六
）
年
三
月
設
置
開
庁
時
の
山
口
裁
判
所
所
長
と
な
っ
た
岩
村
通
俊
（
一
八
四
〇
（
天
保
十
一
）
年
〜
一
九
一
五
（
大
正
四
）
年
）
明
治
初
年
代
、
民
事
裁
判
呼
出
に
遅
不
参
の
者
処
分
の
一
事
例 
一
○
七
（　
　
　
）
一
○
七
は
土
佐
藩
陪
臣
の
家
に
生
ま
れ
、
戊
辰
戦
争
に
参
加
従
軍
し
て
い
る
。
明
治
二
（
一
八
六
九
）
年
箱
館
府
権
判
事
を
皮
切
り
に
明
治
初
期
の
北
海
道
開
拓
に
従
事
す
る
。
以
後
同
六
年
佐
賀
県
権
令
等
を
経
て
、
明
治
八
（
一
八
七
五
）
年
四
等
判
事
、
同
九
年
山
口
裁
判
所
長
と
な
り
萩
の
乱
の
裁
判
を
行
な
う
。
以
後
同
十
年
に
は
鹿
児
島
県
令
と
な
る
と
い
っ
た
、
行
政
官
と
司
法
官
と
を
交
互
に
歴
任
す
る
等
、
以
後
も
重
要
な
官
歴
を
経
て
い
る
（
日
本
近
現
代
人
名
辞
典
・
吉
川
弘
文
館
・
二
〇
〇
一
年
発
行
「
玉
乃
世
履
」
の
項
目
六
五
五
頁
・「
岩
村
通
俊
」
の
項
目
一
二
七
頁
各
参
照
。
（
２
）　
明
治
初
年
代
、
同
四
年
七
月
廃
藩
置
県
以
後
同
年
十
一
月
の
県
治
条
例
に
伴
い
、
新
し
い
県
治
機
構
と
し
て
聴
訟
課
と
い
う
司
法
事
務
課
が
設
置
さ
れ
、
県
長
官
が
県
司
法
長
官
で
も
あ
る
と
い
う
特
異
な
現
象
が
数
年
間
存
続
し
て
い
た
。
こ
の
時
期
の
裁
判
状
況
と
そ
こ
に
配
置
さ
れ
て
い
た
県
職
員
の
人
的
構
成
等
に
つ
い
て
は
加
藤
高
「
明
治
初
年
、
山
口
聴
訟
課
の
民
事
裁
判
に
関
す
る
一
考
察
―
―『
出
産
児
差
縺
之
訴
』（
小
児
引
取
等
請
求
）
裁
判
の
取
扱
い
を
通
し
て
―
―
」《
広
島
法
学
第
二
七
巻
第
二
号
（
平
成
十
五
年
十
一
月
発
行
）
二
五
頁
以
下
参
照
。
一
、
明
治
十
年
、
萩
・
岩
国
区
裁
判
所
の
遅
不
参
者
対
策
　
以
下
に
紹
介
す
る
資
料
は
、
み
か
ん
色
の
罫
線
半
葉
十
三
行
・
一
葉
中
央
に
「
萩
区
裁
判
所
」
の
印
刷
が
施
さ
れ
て
い
る
用
紙
に
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
を
見
る
と
、
最
初
の
文
書
は
、
萩
区
裁
判
所
よ
り
本
庁
（
山
口
裁
判
所
）
民
事
課
宛
の
問
合
せ
で
、
一
月
三
十
一
日
の
日
附
と
な
っ
て
い
る
が
、
明
治
十
年
一
月
三
十
一
日
に
差
出
さ
れ
た
照
会
文
書
で
あ
る
。
な
お
該
文
書
の
後
半
葉
に
、
山
口
裁
判
所
民
事
課
よ
り
十
年
二
月
三
日
の
日
附
で
萩
区
裁
判
所
民
事
課
宛
に
朱
書
で
回
答
し
て
い
る
。
同
じ
頃
に
岩
国
区
裁
判
所
よ
り
同
旨
の
伺
い
が
山
口
裁
判
所
本
庁
宛
に
出
さ
れ
、
そ
の
指
令
が
朱
書
で
岩
国
区
裁
判
所
宛
に
発
せ
ら
れ
た
如
く
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
全
容
を
本
庁
内
の
庶
務
課
よ
り
同
庁
内
の
判
事
補
・
受
付
掛
・
落
着
掛
へ
、
十
年
二
月
十
四
日
「
心
得
の
為
」
回
覧
に
付
す
る
旨
の
文
書
が
編
綴
さ
れ
て
い
る
。
当
時
の
民
事
裁
判
に
お
い
て
は
、
裁
判
所
に
呼
出
し
を
受
け
て
正
当
な
理
由
な
く
無
断
で
不
参
遅
参
し
た
者
の
取
扱
い
に
関
し
て
は
、
そ
れ
が
引
い
て
は
裁
判
の
遅
延
を
招
く
ほ
か
裁
判
所
の
威
信
に
関
わ
る
深
刻
な
事
態
と
考
え
ら
れ
て
い
た
様
で
あ
る
。
も
っ
と
も
こ
の
問
題
は
こ
の
時
期
に
始
ま
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
江
戸
期
の
民
事
裁
判
に
も
既
に
見
ら
れ
た
こ
と
は
後
に
例
證
す
る
。
先
ず
本
資
料
を
紹
介
す
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
（
文
中
、
読
者
の
便
宜
を
考
え
、
当
用
漢
字
に
改
め
る
な
ど
読
み
や
す
く
し
た
。
原
文
も
同
じ
で
後
に
載
せ
た
）。
　
　
遅
不
参
ノ
者
処
断
該
当
御
問
合
遅
不
参
ノ
者
処
分
ノ
儀
ハ
本
年
第
五

公
布
ニ
依
リ
、
爾
来
違
式
ニ
問
ハ
ズ
罰
金
直
科
ス
可
キ
ハ
勿
論
ニ
付
、
刑
事
課
調
掛
リ 
者 
タ
リ
ト
モ
引
戻
シ
（
マ
マ
）
直
科
シ
カ
ル
ベ
キ
カ
。
五
銭
ヨ
リ
十
円
迄
ノ
該
当
概
略
何 
杖 
ハ
何
程
ト
本
庁
ニ
於
テ
御
予
定
相
成
（
マ
マ
）
リ
タ
キ
事
右
即
今
調
掛
ニ
付
滞
留
之
者
コ
レ
有
リ
候
条
至
急
御
垂
示
コ
レ
有
リ
タ
ク
候
。
此
段
御
問
合
セ
ニ
及
ビ
候
也
 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 
萩
区
裁
判
所　
　
　
　
　
 
※
 
号
＜紹　
　
介＞
修
道
法
学　
二
九
巻　
一
号 
一
○
八
（　
　
　
）
一
○
八
　
　
　
一
月
三
十
一
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
民
事
課 
民
事
課
印
　　
本
庁
民
事
課
御
中
　
こ
れ
に
対
す
る
回
答
が
後
半
葉
に
朱
書
さ
れ
て
い
る
。
第
一
条　
該
公
布
裁
判
官
ニ
於
テ
直
ニ
云
々
ノ
文
意
ハ
検
事
ヲ
経
由
セ
ズ
シ
テ
裁
判
官
直
ニ
科
ス
ル
ノ
趣
意
ト
議
定
シ
刑
事
課
ニ
交
付
シ
テ
処
断
致
シ
候
事
第
二
条　
犯
者
ノ
情
状
ニ
依
リ
範
囲
内
適
宜
ニ
処
分
ス
ル
マ
デ
ニ
テ
刑
事
課
ニ
於
テ
モ
予
定
ノ
目
途
ハ
相
立
ザ
ル
由
ニ
候
事
右
御
答
状
ニ
及
ビ
候
也
　
十
年
二
月
三
日 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 
山
口
裁
判
所
民
事
課　
　　
萩
区
裁
判
所
民
事
課
御
中
　
原
文
は
以
下
の
ご
と
く
で
あ
る
。
　
　
遅
不
参
ノ
者
処
断
該
当
御
問
合
遅
不
参
ノ
者
処
分
ノ
儀
ハ
本
年
第
五
号
公
布
ニ
依
リ
爾
来
違
式
ニ
問
ハ
ス
罰
金
直
科
ス
可
キ
ハ
勿
論
ニ
付
刑
事
課
調
掛
リ 
者 
タ
リ
ト
モ
引
戻
シ
直
科
マ
マ
可
然
乎
。
五
銭
ヨ
リ
十
円
迄
ノ
該
當
概
略
何 
杖 
ハ
何
程
ト
於
本
廰
御
予
定
マ
マ
相
成
度
事
右
即
今
調
掛
ニ
付
滞
留
之
者
有
之
候
条
至
急
御
垂
示
有
之
度
候
、
此
段
及
御
問
合
候
也
 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 
萩
区
裁
判
所　
　
　
　
　
　
　
　
一
月
三
十
一
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
民
事
課 
民
事
課
印
　
原
文
を
そ
の
ま
ま
引
用
す
る
と
第
一
条　
該
公
布
裁
判
官
ニ
於
テ
直
ニ
云
々
ノ
文
意
ハ
検
事
ヲ
経
由
セ
ズ
シ
テ
裁
判
官
直
ニ
科
ス
ル
ノ
趣
意
ト
議
定
シ
刑
事
課
ニ
交
付
シ
テ
処
断
致
シ
候
事
第
二
条　
犯
者
ノ
情
状
ニ
依
リ
範
囲
内
適
宜
ニ
処
分
ス
ル
マ
デ
ニ
テ
刑
事
課
ニ
於
テ
モ
予
定
ノ
目
途
ハ
不
相
立
由
ニ
候
事
右
及
御
答
状
候
也
 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 
山
口
裁
判
所
民
事
課　
　
十
年
二
月
三
日
　
　
萩
区
裁
判
所
民
事
課
御
中
　
萩
区
裁
判
所
問
合
せ
に
引
用
さ
れ
て
い
る
「
本
年
第
五
号
公
布
」
の
法
令
と
は
、
明
治
十
（
一
八
七
七
）
年
一
月
十
七
日
太
政
官
布
告
第
五
号

法
令
全
書
第
十
巻
二
頁
参
照
《
原
書
房
昭
和
五
十
年
九
月
発
行

の
こ
と
で
あ
る
。
以
下
参
考
ま
で
に
そ
の
全
文
を
載
せ
る
こ
と
に
す
る
。
　　

第
五
号
（
一
月
十
七
日　
輪
廓
附
）
凡
ソ
裁
判
所
ノ
呼
出
ヲ
受
タ
ル
者
疾
病
等
ノ
事
故
ア
リ
テ
遅
参
又
ハ
不
参
ス
ル
時
ハ
其
事
故
ヲ
詳
記
シ
呼
出
刻
限
マ
デ
ニ
其
裁
判
所
ニ
届
出
ベ
シ
、
若
シ
右
刻
限
ヲ
過
ギ
テ
届
出
ル
カ
又
ハ
無
届
ニ
テ
遅
参
不
参
ス
ル
時
ハ
裁
判
官
ニ
於
テ
直
ニ
五
銭
以
上
十
円
以
下
ノ
罰
金
ヲ
科
ス
ベ
シ
、
右
布
告
候
事
（
文
中
、
読
み
易
く
す
る
た
め
、
当
用
漢
字
に
改
め
る
ほ
か
、
句
読
点
、
濁
点
を
附
す
る
な
ど
し
た
）
　
当
該
布
告
は
そ
の
後
明
治
二
十
三
年
六
月
十
六
日
公
布
法
律
第
四
十
二
号
を
以
て
明
治
二
十
四
（
一
八
九
一
）
年
一
月
一
日
廃
止
さ
れ
て
い
る
明
治
初
年
代
、
民
事
裁
判
呼
出
に
遅
不
参
の
者
処
分
の
一
事
例 
一
○
九
（　
　
　
）
一
○
九
（
法
令
全
書
第
二
三
巻
２
《
原
書
房
・
昭
和
五
三
年
七
月
発
行
》
一
〇
九
頁
）。
　
裁
判
所
の
呼
出
し
を
受
け
て
無
断
不
参
遅
参
し
た
者
の
処
遇
に
関
し
て
は
、
別
に
同
じ
頃
岩
国
区
裁
判
所
か
ら
も
山
口
裁
判
所
本
庁
宛
に
伺
い
が
出
さ
れ
、
本
庁
か
ら
の
指
令
が
発
せ
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、「
遅
不
参
ノ
者
取
扱
手
続
」
と
い
う
裁
判
所
内
部
で
の
当
該
事
案
に
関
す
る
執
務
規
則
と
見
ら
れ
る
も
の
が
全
八
条
に
わ
た
っ
て
定
め
ら
れ
、
こ
れ
に
照
準
し
て
事
案
が
処
理
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
の
で
、
以
下
に
は
順
次
そ
れ
ら
を
紹
介
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
そ
の
上
で
明
治
の
こ
の
時
期
に
お
け
る
裁
判
所
の
呼
出
し
に
対
す
る
遅
不
参
者
へ
の
取
扱
い
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
、
往
時
の
法
令
お
よ
び
裁
判
史
料
の
中
で
散
見
さ
れ
た
実
例
を
紹
介
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
を
通
し
て
明
治
前
期
の
裁
判
観
な
い
し
は
訴
訟
観
の
一
端
を
垣
間
見
る
資
料
を
提
供
し
た
い
と
思
う
。
　
以
下
の
資
料
は
、
岩
国
区
裁
判
所
か
ら
山
口
裁
判
所
本
庁
宛
の
伺
い
に
対
す
る
本
庁
か
ら
の
指
令
文
書
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
本
庁
内
の
裁
判
事
務
担
当
者
へ
の
執
務
資
料
と
し
て
回
覧
に
付
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
（
原
文
は
後
掲
す
る
が
、
資
料
を
読
み
易
く
す
る
た
め
当
用
漢
字
に
改
め
る
な
ど
、
多
少
手
を
加
え
た
。
な
お
用
紙
に
は
「
山
口
裁
判
所
」
の
印
刷
が
な
さ
れ
て
お
り
、
半
葉
十
二
行
で
燈
色
線
引
で
あ
る
）。
別
紙
岩
国
区
裁
判
所
ヨ
リ
伺
出
、
依
テ
朱
書
ノ
通
リ
 
御
指
令
相
成
リ
 
候
条
、
御
心
得
ノ
為
覧
返
ニ
及
ビ
 
候
也
　
十
年
二
月
十
四
日　
　
庶
務
課
　
　
　
判
事
補
　
　
　
受
付
掛
　　　
　
落
着
掛
　
半
葉
の
用
紙
に
墨
書
さ
れ
て
お
り
、
以
下
別
用
紙
一
葉
に
岩
国
区
裁
判
所
か
ら
の
伺
い
が
全
五
条
分
、
参
考
に
供
さ
れ
て
い
る
。
伺
い
が
前
出
明
治
十
年
太
政
官
布
告
第
五
号
に
端
を
発
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
云
う
迄
も
な
い
。
　
　
岩
国
区
裁
判
所
伺
　
　
　
第
一
条
オ
ヨ
ソ
裁
判
官
ニ
於
テ
直
ニ
罰
金
ヲ
科
ス
ベ
シ
ト
ハ 
固 
ヨ
リ
警
察
官
ニ
転
モ
ト
廻
セ
ズ
刑
事
民
事
共
ソ
ノ
裁
判
官
直
チ
ニ
処
分
ス
ベ
キ
カ　
但
シ
民
事
ト
云
エ
ド
モ
刑
事
ニ
付
ス
ル
ハ
無
論
ナ
ル
カ
　
　
　
第
二
条
右
犯
人
刑
事
ノ
裁
判
ト
ス
レ
バ
其
罰
金
ヲ
処
決
取
調
書
中
犯
罰
則
ノ
部
ニ
加
入
ス
ベ
キ
カ
　
　
　
第
三
条
右
犯
人
民
事
ノ
裁
判
ト
ス
レ
バ
罰
金
ノ
表
未
ダ
之
レ
無
キ
ハ
如
何
　
　
　
第
四
条
右
犯
人
資
力
ナ
ケ
レ
バ
刑
事
資
力
限
リ
ノ
処
分
ニ
止
ム
ル
者
乎
　
　
　
第
五
条
右
犯
人
宣
告
ハ
明
治
十
年
第
五
号
布
告
ニ
依
リ
何 
銭 
何 
円 
云
々
ト
書
ス
ベ
マ
マ 
マ
マ
キ
カ
又
ハ 
唯 
何 
銭 
何 
円 
ト
書
ス
ベ
キ
カ
タ
ダ 
マ
マ 
マ
マ
　
以
上
＜紹　
　
介＞
修
道
法
学　
二
九
巻　
一
号 
一
一
○
（　
　
　
）
一
一
○
　
こ
こ
で
終
っ
て
い
る
。
後
に
見
る
よ
う
に
当
時
こ
の
太
政
官
布
告
第
五
号
の
運
用
を
め
ぐ
っ
て
諸
裁
判
所
か
ら
の
疑
義
が
相
次
い
で
本
省
に
提
起
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
で
岩
国
区
裁
判
所
の
伺
い
に
対
し
て
は
「
山
口
裁
判
所
」
用
紙
半
葉
分
の
指
令
が
逐
条
朱
書
で
同
区
裁
に
達
せ
ら
れ
た
ご
と
く
で
あ
る
。
第
一
条　
警
察
官
ヘ 
転 
廻 
セ
ス
民
事
刑
事
共
、
各
其
裁
判
官
ニ
於
テ
直
ニ
マ 
マ
 
所 
分 
ス
可
シ
、
但
其
処
分
ノ
方
法
ハ
別
紙
ノ
通
心
得
ベ
シ
マ 
マ
第
二
条
・
第
三
条　
刑
事
ノ
部
分
ハ
罰
則
ノ
部
ニ
入
ル
ハ
勿
論
、
民
事
ニ
於
テ 
所 
分 
セ
シ
部
分
モ
同
ジ
ク
罰
則
ノ
部
ヘ
記
入
シ
、
内
何
程
民
事
ニ
於
マ 
マ
テ
処
分
セ
シ
罰
金
ノ
旨
ヲ
記
入
シ
置
ク
ベ
シ
第
四
条　
犯
人
資
力
ナ
ケ
レ
ハ
他
ノ
罰
金
ト
同
ジ
ク
処
分
ス
可
シ
第
五
条　
宣
告
書
記
載
方
ノ
儀
後
項
ノ
如
ク
唯
タ
何
円
何
銭
ト
記
載
ス
可
シ
　
こ
れ
が
指
令
の
全
容
で
あ
る
が
、
指
令
の
年
月
日
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
後
遅
不
参
者
の
取
扱
手
続
な
る
も
の
が
明
文
化
さ
れ
た
由
で
、
そ
れ
が
二
枚
の
山
口
裁
判
所
用
紙
に
全
八
条
に
亘
っ
て
定
め
ら
れ
た
形
で
編
綴
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
こ
れ
ら
条
文
化
さ
れ
た
遅
不
参
者
に
関
す
る
取
扱
手
続
き
が
、
果
し
て
当
時
の
山
口
裁
判
所
限
り
で
策
定
さ
れ
た
執
務
規
定
で
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
の
判
断
は
現
在
の
と
こ
ろ
困
難
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
当
時
増
加
の
一
途
を
辿
っ
て
い
た
民
事
々
件
の
処
理
上
、
訴
訟
当
事
者
が
呼
出
し
期
日
に
無
断
不
参
あ
る
い
は
遅
参
し
た
結
果
、
訴
訟
事
件
の
遅
延
等
を
生
じ
、
そ
れ
ら
が
裁
判
へ
の
不
信
を
招
き
、
そ
れ
が
又
、
無
断
不
参
遅
参
を
助
長
す
る
要
因
と
も
な
り
う
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
司
法
へ
の
威
信
に
関
わ
る
こ
と
と
思
わ
れ
た
の
か
、
罰
金
刑
の
導
入
を
図
る
こ
と
で
問
題
解
決
の
道
を
選
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。
以
下
に
そ
の
全
文
を
紹
介
す
る
。
　　
遅
不
参
ノ
者
取
扱
手
続
　
　
　
第
一
条
遅
不
参
ス
ル
者
ア
レ
バ
当
該
判
事
補
始
末
書
ヲ
徴
シ
或
ハ
口
書
ヲ
取
リ
余
白
ヘ
朱
墨
ニ
テ
擬
律
文
ヲ
書
シ
且
ツ
別
紙
ニ
申
渡
シ
案
ヲ
造
リ
認
印
ヲ
捺
シ
而
シ
テ
該
判
事
並
所
長
ノ
検
印
ヲ
受
ケ
之
ヲ
書
記 
 
ニ
附
ス
ベ
シ
　
　
　
第
二
条
書
記
局 
 
ニ
於
テ
ハ
罪
案
ヲ
浄
書
シ 
了 
レ
バ
速
カ
ニ
犯
罪
者
ヲ
呼
出
シ
置
マ
マ
キ
該
判
事
補
ニ
告
ゲ
則
チ
宣
告
書
ヲ
同
官
ニ
附
ス
ベ
シ
　
　
　
第
三
条
当
直
判
事
補
宣
告
書
ヲ
受
取
リ
タ
レ
バ
是
ヲ
判
事
ニ
告
ゲ
直
チ
ニ
判
事
ト
共
ニ
訟
庭
ニ
望
ミ
判
事
之
ヲ
宣
告
ス
ベ
シ
　
　
　
第
四
条
宣
告
書
ヲ
渡
シ
タ
レ
バ
必
ズ
受
書
ヲ
徴
ス
ベ
シ
　
　
　
第
五
条
書
記
局 
 
ニ
備
フ
ベ
キ
帳
簿
ハ
　
　
　
罰
金
取
立
帳
　
　
　
申
渡
録
　
　
　
逓
付
録
　
　
　
第
六
条
落
着
受
付
落
着
受
付
落
着
受
付
明
治
初
年
代
、
民
事
裁
判
呼
出
に
遅
不
参
の
者
処
分
の
一
事
例 
一
一
一
（　
　
　
）
一
一
一
書
記 
  
局 
ニ
於
テ
ハ
第
一
条
ノ
書
類
ヲ
受
取
リ
タ
レ
バ
罰
金
取
立
帳
ニ
本
マ
マ
件
ノ
番
号
並
ニ
犯
者
ノ
住
所
姓
名
且
ツ
罰
金
ノ

ヲ
記
載
ス
ヘ
シ
　
　
　
第
七
条
一
件
書
類
ハ
申
渡
録
ニ
綴
込
ミ
置
ク
ベ
シ
　
　
　
第
八
条
罰
金
上
納
ノ
者
ハ
納
金
証
書
二
通
ヲ
出
ダ
サ
シ
メ
之
レ
ニ
割
判
ヲ
ナ
シ
、
一
通
ハ
上
納
者
ヘ
下
附
シ
、
一
通
ハ
徴
収
ノ
罰
金
ト
共
ニ
逓
付
録
ニ
記
シ
出
納
課
ヘ
送
附
ス
ベ
シ
　
以
上
の
裁
判
史
料
文
書
を
通
し
て
、
明
治
十
年
二
月
中
は
、「
山
口
裁
判
所
民
事
課
」
の
名
稱
で
、
当
時
同
裁
判
所
管
内
に
開
設
さ
れ
て
い
た
萩
区
裁
判
所
・
岩
国
区
裁
判
所
な
ど
の
区
裁
判
所
と
本
庁
間
で
裁
判
上
の
事
務
連
絡
が
多
く
交
わ
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ

そ
の
点
は 
姑 
く
措
く
と
し
し
ば
ら
て
、
前
出
明
治
十
年
太
政
官
布
告
第
五
号
が
投
じ
た
裁
判
所
へ
の
波
紋
・
混
乱
は
相
当
に
大
き
か
っ
た
よ
う
で
、
全
国
諸
裁
判
所
か
ら
の
伺
い
が
殺
到
し
て
い
る
。
例
え
ば
十
年
一
月
二
十
二
日
東
京
裁
判
所
伺
い
は
「
本
年
第
五
号
御
布
告
ノ
意
、 
仮
令 
民
事
呼
出
ヲ
受
ケ
 
遅
不
参
之
者
ハ
即
チ
民
事
裁
判
官
ニ
タ
ト
エ
テ
直
チ
 
ニ
罰
金
言
渡
シ 
可
然
哉 
。 
為
念 此
段
相
伺
候
也
」
と
。
こ
れ
に
対
す
シ
カ
ル
ベ
キ
カ 
ネ
ン
ノ
タ
メ
る
司
法
省
指
令
は
十
年
一
月
二
十
七
日
「
伺
之
通
」（
神
戸
裁
判
所
編
纂
・　
民
事
要
録
丁
編
・
明
治
十
一
年
三
月
刊
行
所
収
第
三
巻
附
録
・
喚
問
「
第
七
十
五
条　
喚
出
ヲ
受
ケ
遅
不
参
ノ
者
直
ニ
処
罰
ノ
伺
、
東
京
裁
判
所
一
二
一
丁
参
照
）
と
あ
る
。
同
上
の
伺
い
が
十
年
一
月
二
十
七
日
新
潟
裁
判
所
か
ら
も
出
さ
れ
て
お
り
、
民
事
の
訴
訟
に
つ
い
て
呼
出
し
の
者
遅
不
参
は
直
ち
に
落
着
受
付
（
２
）
る
。
民
事
の
裁
判
官
に
お
い
て
科
罰
の
処
分
に
及
び
そ
の
場
合
毎
月
の
刑
事
取
調
書
及
び
処
決
表
等
へ
科
罰
の
処
分
を
す
べ
て
掲
載
す
べ
き
か
に
つ
き
十
年
二
月
七
日
そ
の
旨
の
指
令
が
出
さ
れ
て
い
る
。
ほ
ぼ
同
旨
の
伺
い
が
十
年
一
月
二
十
九
日
京
都
裁
判
所
か
ら
も
出
さ
れ
、
そ
れ
に
対
し
て
十
年
二
月
十
二
日
「
民
事
ニ
付
召
喚
ノ
際
遅
不
参
ノ
者
ハ
民
事
裁
判
官
ニ
於
テ
直
チ
 
ニ
処
分
ニ
及
ビ
其
人
員
ハ
毎
月
刑
事
処
決
表
ヘ
組
込
ミ
 
、
族
籍
（
年
令
）
等
モ
調
書
中
ニ
記
入
致
ス
可
キ
事
」
と
の
指
令
を
受
け
て
い
る
（
前
掲
民
事
要
録
丁
編
所
収
第
三
巻
附
録
・
喚
問
第
七
十
六
条
・
第
七
十
七
条
一
二
二
丁
以
下
参
照
）。
と
こ
ろ
で
実
際
に
民
事
呼
出
し
を
受
け
な
が
ら
遅
不
参
し
た
者
に
対
し
て
、
当
時
の
裁
判
所
で
は
ど
の
よ
う
に
対
応
処
理
し
て
い
た
か
。
そ
れ
ら
を
明
ら
か
に
示
す
裁
判
史
料
が
、
最
近
山
口
地
方
裁
判
所
岩
国
支
部
所
蔵
の
調
査
で
発
見
さ
れ
た
の
で
、
本
来
の
資
料
紹
介
に
必
要
な
範
囲
内
で
引
用
し
て
当
時
の
裁
判
活
動
の
一
端
を
窺
う
素
材
を
提
供
し
て
お
き
た
い
。
な
お
岩
国
支
部
で
の
裁
判
史
料
調
査
に
際
し
て
は
同
支
部
内
の
多
く
の
関
係
各
位
に
よ
る
御
配
慮
と
御
理
解
を
頂
い
て
い
る
。
特
に
当
時
の
庶
務
課
長
宮
地
利
技
氏
を
始
め
多
数
の
職
員
の
方
々
の
御
協
力
に
対
し
て
は
、
こ
の
機
会
に
心
か
ら
の
謝
意
を
表
し
て
お
き
た
い
。
二
、
明
治
九
年
代
、
岩
国
区
裁
判
所
の
呼
出
に
遅
不
参
の
者
処
分
の
事
例
　
筆
者
ら
広
島
修
道
大
学
「
明
治
期
の
法
と
裁
判
」
研
究
会
の
調
査
班
―
―
広
島
地
裁
弁
護
士
会
所
属
弁
護
士
増
田
修
氏
、
西
南
学
院
大
学
法
科
大
学
院
＜紹　
　
介＞
修
道
法
学　
二
九
巻　
一
号 
一
一
二
（　
　
　
）
一
一
二
教
授
・
広
島
大
学
名
誉
教
授
紺
谷
浩
司
氏
と
筆
者
加
藤
高
―
―
が
数
年
前
か
ら
続
け
て
い
た
明
治
期
の
岩
国
支
部
所
蔵
裁
判
史
料
調
査
の
結
果
、
多
く
の
興
味
深
い
裁
判
史
料
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
中
で
も
岩
国
区
裁
判
所
開
設
時
で
あ
る
明
治
九
（
一
八
七
六
）
年
六
月
当
時
の
多
数
の
記
録
簿
册
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
と
く
に
「
明
治
九
年
六
月
ヨ
リ
十
年
マ
デ
」
と
表
記
さ
れ
た
「
一
件
帳
」
と
題
さ
れ
た
部
厚
い
簿
册
、
表
紙
左
下
方
に
は
「
岩
国
区
裁
判
所
落
着
掛
」
と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
左
上
方
に
は
「
刑
事
第
二
号
」
と
墨
書
さ
れ
た
ラ
ベ
ル
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
。
簿
册
の
寸
法
は
横　
・
５
セ
１９
ン
チ
、
縦　
セ
ン
チ
、
厚
さ
５
・
２
セ
ン
チ
で
あ
っ
た
。
但
し
こ
の
簿
册
の
２６
後
半
は
「
明
治
十
年
分
、
一
件
帳
、
刑
事
第
十
二
号
」
が
合
綴
さ
れ
て
い
た
。
「
一
件
帳
」
の
内
容
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
「
民
事
課
廻
」
の
記
述
の
あ
る
事
件
が
随
所
に
散
見
さ
れ
た
の
で
、
そ
れ
ら
を
抽
出
し
て
見
た
。
た
と
え
ば
以
下
の
よ
う
な
記
載
が
な
さ
れ
て
い
た
。
　　
第
十
七
号　
藤
井
判
事
補　
市
口 
　
九
年
七
月
五
日　
民
事
課
廻
　
九
年
七
月
七
日　
落
（
着
の
略
か
？
）
　
贖
罪
金
一
円
五
十
銭　
某
県
某
国
大
小
区
某
村
農
　　　
不
参　
　
　
　
　
　
三
十
五
才
男
の
よ
う
な
簡
単
な
記
述
で
あ
る
。
右
に
「
第
十
七
号
」
と
あ
る
の
は
事
件
の
通
し
番
号
で
あ
り
、
藤
井
判
事
補
と
あ
る
の
は
、
山
口
県
聴
訟
課
よ
り
明
治
九
年
三
月
開
設
の
山
口
裁
判
所
へ
転
出
し
た
藤
井
延
三
山
口
県
士
族
で
文
政
五
（
一
八
二
二
）
年
閏
正
月
生
れ
、
当
時
五
四
歳
、
転
出
前
は
県
十
一
等
出
仕
の
こ
と
で
あ
ろ

藤
井
延
三
は
岩
国
区
裁
判
所
開
設
時
の
初
代
所
長
）。
そ
し
て
市
口
と
あ
る
の
は
転
出
前
山
口
県
少
属
、
鳥
取
県
士
族
、
天
保
九
（
一
八
三
八
）
年
六
月
生
、
当
時
三
八
才
の
市
口
吉
亭
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
事
件
の
掛
官
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ

以
下
こ
の
「
一
件
帳
」
に
見
ら
れ
る
「
不
参
」
事
件
で
「
民
事
課
廻
」
の
件
数
を
事
件
番
号
順
に
抽
出
整
理
し
て
見
た
結
果
は
次
表
の
通
り
で
あ
る
。
（
３
）
う
（
（
４
）
る
。
〔 Ａ 〕事
件
番
号

第
十
六
号　

第
二
十
号

第
二
十
二
号

第
三
十
三
号

第
三
十
四
号

第
三
十
九
号

第
四
十
二
号

第
五
十
号

第
五
十
一
号

第
五
十
六
号

第
五
十
七
号

第
七
十
六
号
判
事
補
 
名
藤
井
判
事
補
藤
井
藤
井
藤
井
藤
井
藤
井
藤
井
藤
井
（
藤
井
）
（
藤
井
）
藤
井
判
事
補
掛
り
官
名
雨
宮
（
５
）
市
口
市
口
市
口
市
口
雨
宮
市
口
市
口
雨
宮
雨
宮
市
口
民
事
課
廻
年
月
日
九
年
七
月
五
日
九
年
七
月
八
日
九
年
七
月
十
五
日
九
年
八
月
五
日
九
年
八
月
十
四
日
九
年
八
月
二
十
四
日
九
年
九
月
三
日
九
年
九
月
五
日
九
年
九
月
二
十
三
日
九
年
九
月
二
十
五
日
九
年
十
月
二
十
日
落
着
年
月
日
七
月
十
日
九
年
七
月
十
四
日
九
年
七
月
十
七
日
九
年
八
月
七
日
九
年
八
月
九
日
九
年
八
月
十
九
日
九
年
九
月
廿
日
九
年
九
月
四
日
九
年
九
月
六
日
九
年
九
月
二
十
五
日
九
年
九
月
二
十
六
日
欠
事
件
名
不
参
不
参
不
参
不
参
不
参
不
参
不
参
不
参
不
参
不
参
不
参
不
参
（
備
考
・
贖
罪
金
額
）
一
円
五
十
銭
一
円
五
十
銭
一
円
五
十
銭
（
農
・　
才
）
４４
一
円
五
十
銭
（
商
・　
才
）
３９
一
円
五
十
銭
（
平
民
・　
才
）
３２
一
円
五
十
銭
（
平
民
・
農
・　
才
）
４４
一
円
五
十
銭
（
平
民
・
淨
土
宗
）
一
円
五
十
銭
（
平
民
・
農
）
一
円
五
十
銭
（
商
・
不
明
）
一
円
五
十
銭
（
士
族
・　
才
）
４４
七
十
五
銭
（
平
民
・　
才
）
４９
一
円
五
十
銭
明
治
初
年
代
、
民
事
裁
判
呼
出
に
遅
不
参
の
者
処
分
の
一
事
例 
一
一
三
（　
　
　
）
一
一
三
　
以
上
明
治
九
年
六
月
以
降
十
二
月
末
日
頃
迄
の
岩
国
区
裁
判
所
に
お
い
て
民
事
裁
判
召
喚
日
に
無
断
不
参
し
た
た
め
、
同
民
事
課
よ
り
刑
事
課
に
廻
さ
れ
、「
不
参
」
事
件
と
し
て
、
九
年
当
時
、
贖
罪
金
の
支
払
い
を
言
渡
さ
れ
た
事
件
を
抽
出
整
理
し
た
の
が
前
記
全
十
七
件
に
関
す
る
別
表 
 
で
あ
る
。
「
不
参
」
事
件
の
当
事
者
は
全
員
男
性
で
あ
っ
た
。
な
お
参
考
ま
で
に
「
贖
罪
」
に
つ
い
て
は
、
明
治
六
（
一
八
七
三
）
年
六
月
十
三
日
公
布
「
改
定
律
例
」
に
収
め
る
「
改
正
贖
罪
収
贖
例
図
」
の
説
明
に
よ
れ
ば
「
平
民
過
誤
・
失
錯
・
連
累
其
他
不
幸
ニ
出
テ
、
事
情
憫
諒
ス
可
ク
シ
テ
実
断
シ
難
キ
者
、
例
図
ニ
照
シ
テ
贖
罪
ス
」
と
あ
る
。
あ
わ
せ
て
参
考
ま
で
に
「
収
贖
」
は
「
老
小
・
廃
疾
・
婦
女
ノ
矜
恤
ス
可
キ
 
者
」
も
例
図
に
合
わ
せ
て
収
贖
す
　
キ
ョ
ウ
ジ
ュ
ツ（
あ
わ
れ
恵
む
意
）
る
と
定
め
て
い
る
。「
例
」
に
列
挙
さ
れ
て
い
る
図
を
一
部
参
考
に
挙
げ
て
お
く
。 
〔 Ａ 〕
　
そ
し
て
明
治
九
年
の
一
件
帳
と
一
緒
に
合
綴
さ
れ
て
い
た
「
明
治
十
年　
一
件
帳　
岩
国
区
裁
判
所
落
着
掛
・﹇
刑
事
第
一
三
号
﹈」
と
い
う
表
紙
の
簿
册
を
明
治
九
年
一
件
帳
の
調
査
と
同
じ
手
法
で
「
民
事
課
廻
」―
民
事
々
件
召
喚
日
当
日
不
参
と
し
て
民
事
課
か
ら
刑
事
課
に
廻
さ
れ
贖
罪
金
支
払
い
の
言
渡
し
を
受
け
た
事
件
の
件
数
を
調
査
し
た
結
果
は
以
下
の
通
り
で
あ
っ
た
。
　
以
上
で
あ
り
、
明
治
十
年
一
件
帳
か
ら
以
後
「
不
参
」
事
件
で
民
事
課
廻
と
し
た
贖
罪
金
の
言
渡
し
は
無
く
な
っ
た
。
こ
れ
は
明
治
十
年
太
政
官
布
告
懲
役
十
日
　
二
十
日
（
略
）
　
　
百
日
　
　
一
年
―
―
以
下
略
―
―
贖　
　
罪
七
十
五
銭
　
一
円
五
十
銭
（
略
）
七
円
五
十
銭
十
五
円
収　
　
贖
二
十
五
銭
五
十
銭
（
略
）
二
円
五
十
銭
三
円
（
事
件
番
号
）

第
十
三
号

第
十
四
号

第
十
五
号

第
十
八
号
（
掛
判
事
）
藤
井
藤
井
藤
井
藤
井
（
掛
官
）
雨
宮
雨
宮
市
口
雨
宮
（
民
事
課
廻
年
月
日
）
　
年
１
月　
日
１０
１６
　
年
１
月　
日
１０
１６
　
年
１
月　
日
１０
２２
　
年
１
月　
日
１０
２７
（
落
着
年
月
日
）
　
　
１
月　
日
２３
　
　
１
月　
日
２３
　
　
１
月　
日
２５
　
年
２
月
５
日
１０
（
事
件
名
）
不
参
不
参
遅
参
不
参
（
備　
　
考
）
（
士
族
・　
才
）
３２
一
円
五
十
銭
（
農
・　
才
）
２７
七
十
五
銭
（
商
・　
才
）
３１
七
十
五
銭
（
農
・　
才
）
４０
七
十
五
銭

第
七
十
七
号

第
六
十
五
号

第
八
十
六
号

第
八
十
七
号

第
九
十
三
号
藤
井　
〃
藤
井　
〃
（
藤
井
）
か
（
藤
井
）
か
藤
井　
〃
雨
宮
雨
宮
市
口
雨
宮
雨
宮
九
年
十
月
四
日
九
年
十
月
四
日
九
年
十
一
月
二
十
七
日
九
年
十
一
月
二
十
五
日
九
年
十
二
月
一
日
九
年
十
月
廿
五
日
九
年
十
月
廿
五
日
九
年
十
一
月
廿
九
日
九
年
十
一
月
廿
九
日
九
年
十
二
月
十
二
日
不
参
不
参
不
参
不
参
不
参
（
商
・　
才
）
６８
一
円
五
十
銭
（
商
・　
才
）
２２
一
円
五
十
銭
（
農
・
眞
宗
・　
才
）
５７
一
円
五
十
銭
（
農
・
淨
土
宗
・　
才
）
３４
一
円
五
十
銭
（
農
・
眞
宗
・　
才
）
４８
一
円
五
十
銭
＜紹　
　
介＞
修
道
法
学　
二
九
巻　
一
号 
一
一
四
（　
　
　
）
一
一
四
第
五
号
施
行
に
伴
い
、
以
後
民
事
裁
判
官
が
直
接
遅
不
参
者
に
罰
金
刑
を
言
渡
す
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
の
裁
判
上
召
喚
を
受
け
て
遅
不
参
し
た
者
の
取
扱
い
の
実
例
を
見
る
こ
と
は
な
い
。
た
だ
現
在
も
裁
判
史
料
調
査
中
の
山
口
地
方
裁
判
所
所
蔵
に
関
わ
る
厖
大
な
民
刑
事
記
録
簿
册
の
中
で
、「
自
明
治
十
九
年
至
同
廿
六
年
、
民
事
諸
表
編
册
、
山
口
地
方
裁
判
所
民
事
部
「
民
事
第
二
三
五
号
」（
帳
簿
進
行
番
号
）、
永
久
保
存
」
と
記
載
さ
れ
た
表
紙
の
記
録
簿
を
見
る
と
「
山
口
始
審
裁
判
所
」
名
で
「
明
治
二
十
年
分
同
廿
一
年
分
」
の
「
不
参
及
遅
参
ニ
係
ル
」
と
し
て
「
罰
金
」
と
「
科
料
」
に
分
け
た
簡
単
な
「
件
数
」、「
人
員
」
を
記
載
し
た
Ｂ
５
版
型
半
葉
の
手
書
き
の
統
計
表
が
綴
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
不
参
に
対
す
る
罰
金
、
遅
参
に
対
す
る
科
料
と
推
測
し
う
る
程
度
に
止
ま
る
の
で
、
資
料
的
価
値
は
充
分
で
な
い
も
の
の
参
考
ま
で
に
紹
介
し
て
お
く
。
そ
れ
に
依
れ
ば
明
治
二
十
年
分
と
し
て
は
罰
金
一
件
、
人
員
は
二
人
、
罰
金
額
は
四
円
で
二
人
分
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
お
そ
ら
く
不
参
に
対
す
る
罰
金
で
あ
ろ
う
。
科
料
の
件
数
は
十
三
件
、
人
員
数
は
十
七
人
、
科
料
金
額
は
十
七
人
分
で
十
六
円
九
十
銭
と
計
上
さ
れ
て
い
る
。
一
人
当
り
科
料
は
九
九
銭
と
な
る
が
、
遅
参
者
に
対
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
明
治
二
一
年
分
で
は
罰
金
一
件
、
人
員
数
は
一
人
、
罰
金
額
は
一
人
二
円
、
科
料
は
三
件
、
人
員
数
は
五
人
、
科
料
の
総
金
額
は
三
円
五
十
銭
で
あ
る
か
ら
一
人
七
十
銭
の
割
合
と
な
る
。
明
治
二
十
四
年
一
月
一
日
に
明
治
十
年
太
政
官
布
告
第
五
号
は
廃
止
と
な
る
こ
と
が
明
治
二
十
三
年
六
月
に
は
公
布
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
以
後
裁
判
上
の
呼
出
に
遅
不
参
し
た
者
に
対
す
る
取
扱
い
は
別
の
形
に
変
わ
り
な
が
ら
対
応
し
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
尚
こ
の
よ
う
な
問
題
は
、
当
時
、
勧
解
に
お
い
て
も
同
様
に
生
じ
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
た
と
え
ば
明
治
九
年
三
月
五
日
長
野
県
伺
「
勧
解
所
ヘ
出
頭
ノ
者
、
該
日
不
参
遅
参
ノ
節
、
成
規
ニ
拠
リ
贖
罪
金
申
付
候
テ
ハ
定
規
ニ
拘
ハ
ラ
サ
ル
本
旨
ト
背
馳
シ
妥
当
ナ
ラ
ズ
、
去
リ
ト
テ
之
ヲ
不
問
ニ
置
キ
候
テ
ハ
等
閑
ノ
弊
制
ス
可
カ
ラ
ザ
ル
ニ
至
リ
、
一
方
出
頭
ノ
者

難
渋
少
ナ
カ
ズ
候
ニ
付
、
斯
ノ
如
キ
ハ
一
日
〔
不
参
五
拾
銭
遅
参
ニ
拾
五
銭
〕
ノ
割
合
ヲ
以
テ
一
方
ヨ
リ
償
却
致
サ
セ
候
テ
苦
シ
カ
ラ
ズ
哉
」（
※
「 
曠
日
彌
久 
」、
む
な
し
く
日
を
過
ご
し
て
久
し
き
に
わ
た
る
。
事
が
長
び
く
こ
う
じ
つ
び
き
ゅ
う
の
に
い
う
意
〈
角
川
漢
和
辞
典
十
五
画
「
曠
」
参
照
〉）
に
対
し
て
司
法
省
は
明
治
九
年
四
月
十
二
日
指
令
に
お
い
て
「
伺
ノ
趣
勧
解
ト
云
エ
ド
モ
不
参
遅
参
ニ
係
ル
者
ハ
裁
判
所
成
規
ニ
拠
リ
処
分
致
ス
可
キ
事
」
と
し
て
、
勧
解
に
お
け
る
遅
不
参
者
に
対
し
て
も
処
分
の
対
象
と
し
て
い
る
（
神
戸
裁
判
所
編
纂
「
民
事
要
録
・
丁
編
」
明
治
十
一
年
三
月
刊
行
・
第
二
巻
附
録
・
勧
解
第
六
十
一
条
一
〇
一
頁
参
照
）。
こ
の
点
は
行
政
官
庁
（
府
県
庁
）
の
呼
出
を
受
け
「
故
無
ク
シ
テ
遅
不
参
ス
ル
者
」
に
対
し
て
も
処
分
の
対
象
と
し
て
い
た
（
明
治
十
年
八
月
十
六
日
司
法
省
丁
第
五
十
七
号
達
・
法
令
全
書
第
十
巻
九
二
七
頁
参
照
）
こ
と
も
併
せ
て
注
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
右
の
明
治
十
（
一
八
七
七
）
年
司
法
省
丁
第
五
十
七
号
達
は
府
県
庁
の
呼
出
を
受
け
て
故
な
く
遅
不
参
す
る
者
の
処
分
方
法
を
司
法
省
が
太
政
官
に
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
太
政
官
は
本
年
第
十
三
号
布
告
に
照
準
し
て
処
分
す
べ
き
旨
を
指
令
し
て
お
り
、
そ
の
旨
を
司
法
省
が
大
審
院
・
諸
裁
判
所
に
達
し
た
も
の
で
あ
る
。
右
に
い
う
「
本
年
第
十
三
号
布
告
」
と
は
明
治
十
年
一
月
二
十
九
日
太
政
官
布
告
第
※
 
こ
う
じ
つ
び
き
ゅ
う
曠
日
彌
久
明
治
初
年
代
、
民
事
裁
判
呼
出
に
遅
不
参
の
者
処
分
の
一
事
例 
一
一
五
（　
　
　
）
一
一
五
十
三
号
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
各
府
県
庁
ヨ
リ
布
達
ス
ル
所
ノ
条
規
ニ
違
犯
ス
ル
者
ハ
裁
判
官
ニ
於
テ
壹
円
五
拾
銭
以
内
ノ
罰
金
ヲ
科
ス
ベ
シ
、
右
布
告
候
事
」
と
当
該
違
反
者
に
対
し
て
裁
判
官
が
一
円
五
十
銭
以
内
の
罰
金
刑
を
課
す
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
。
当
時
の
罰
金
刑
が
現
在
の
価
格
で
ど
の
程
度
で
あ
る
か
を
想
定
す
る
こ
と
は
き
わ
め
て
困
難
で
あ
る
と
し
て
も
、
た
と
え
ば
「
日
本
通
貨
変
遷
図
鑑
（
覆
刻
版
・
昭
和
五
十
四
年
八
月
刊
・
日
本
通
貨
史
料
協
会
発
行
）」　
頁
に
「
米
一
升
（　

）
の
価
額
表
」
が
載
せ
ら
１０２
１．４
れ
て
い
る
。
参
考
迄
に
明
治
元
年
は
五
銭
五
厘
、
同
十
三
年
は
五
銭
四
厘
、
同
二
〇
年
は
五
銭
と
さ
れ
て
い
る
。
一
円
五
十
銭
は
明
治
十
年
当
時
米
三
斗
に
相
当
し
よ
う
か
（
但
し
こ
の
太
政
官
布
告
第
十
三
号
は
明
治
十
四
（
一
八
八
一
）
年
太
政
官
布
告
第
六
十
二
号
に
よ
り
、
翌
明
治
十
五
年
一
月
一
日
よ
り
廃
止
さ
れ
て
い
る
《
明
治
十
四
年
法
令
全
書
第
十
四
巻
四
二
頁

復
刻
版
》。
以
上
、「
决
議
録
」
に
編
綴
さ
れ
て
い
た
明
治
九
年
三
月
設
置
開
庁
時
の
府
県
裁
判
所
た
る
山
口
裁
判
所
が
以
後
の
裁
判
所
制
度
史
上
の
変
遷
―
―
地
方
裁
判
所
と
し
て
の
広
島
裁
判
所
山
口
支
庁
時
代
―
―
の
過
程
で
、
民
事
上
の
諸
事
案
に
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
っ
た
の
か
、
そ
の
中
の
き
わ
め
て
さ
さ
や
か
な
問
題
―
―
裁
判
上
呼
出
し
を
受
け
て
遅
不
参
し
た
者
の
取
扱
い
ぶ
り
―
―
に
焦
点
を
当
て
て
、
そ
れ
に
関
わ
る
明
治
十
年
当
時
の
山
口
裁
判
所
に
お
け
る
対
応
お
よ
び
当
時
の
関
連
法
令
を
眺
め
て
見
た
。
し
か
し
こ
の
種
の
事
例
は
、
な
に
も
明
治
十
年
当
時
突
如
と
し
て
生
じ
た
も
の
で
は
な
く
、
実
は
明
治
初
年
代
す
で
に
中
央
省
庁
に
お
い
て
問
題
と
さ
れ
て
い
た
。
更
に
云
え
ば
そ
れ
よ
り
以
前
の
江
戸
幕
府
法
に
お
い
て
も
、
奉
行
所
等
裁
判
役
所
に
呼
出
し
を
受
け
て
遅
不
参
し
た
者
の
処
分
取
締
り
の
実
際
が
先
学
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
封
建
的
身
分
制
度
の
堅
牢
な
江
戸
幕
府
法
上
、
裁
判
役
所
か
ら
の
呼
出
し
に
遅
不
参
し
た
庶
民
に
対
し
て
は
酷
し
い
処
分
が
待
ち
構
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば
「
呼
出
日
限
遅
参
不
参
之
者
咎
方
之
事
」
に
は
「
一
、
呼
出
当
日
遅
参
之
分
者
叱
之
事
（
以
下
略
）」、「
一
、
当
日
不
参
翌
日
罷
出
候
者
ハ
、
本
人
付
添
人
ト
モ
三
日
之
間
宿
預
之
事
（
以
下
略
）」
と
あ
り
（
小
早
川
欣
吾
著
「
日
本
近
世
民
事
裁
判
手
続
の
研
究
」
日
本
法
理
研
究
会
発
行
・
昭
和
十
七
年
（
日
本
法
理
叢
書
第
十
八
輯
）
八
三
頁
）、
こ
の
ほ
か
小
早
川
欣
吾
「
近
世
民
事
訴
訟
制
度
の
研
究
」
（
有
斐
閣
・
昭
和
三
二
年
発
行
）
三
五
六
頁
以
下
に
は
「
裏
判
並
差
紙
不
請
者
」
の
処
分
に
関
連
し
て
差
日
当
日
遅
不
参
者
に
対
す
る
処
分
例
が
詳
細
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
本
稿
で
は
江
戸
幕
府
法
に
ま
で
遡
っ
て
論
究
す
る
だ
け
の
紙
幅
は
も
と
よ
り
許
さ
れ
て
い
な
い
ば
か
り
か
、
浅
学
菲
才
の
筆
者
の
能
力
を
遙
か
に
超
え
て
い
る
の
で
、
こ
れ
以
上
立
ち
入
ら
な
い
こ
と
に
す
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
江
戸
幕
府
法
以
来
明
治
期
の
少
く
と
も
前
半
期
頃
迄
、
庶
民
の
民
事
訴
訟
事
件
に
お
い
て
差
紙
（
召
喚
状
）
を
も
っ
て
呼
出
し
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
直
ち
に
出
頭
す
べ
き
こ
と
―
―
小
早
川
前
掲
近
世
民
事
訴
訟
制
度
の
研
究
三
五
六
頁
で
は
差
紙
を
受
取
っ
た
者
に
は
差
紙
受
領
義
務
が
生
じ
、
そ
れ
に
基
づ
き
当
日
出
頭
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
い
た
と
解
さ
れ
て
い
る
―
―
、
し
た
が
っ
て
そ
れ
に
対
す
る
遅
不
参
は
義
務 
懈 
怠 
と
し
て
当
然
け 
た
い
に
処
分
の
対
象
と
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
石
井
良
助
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
た
と
え
ば
江
藤
新
平
司
法
卿
に
よ
る
司
法
制
度
改
革
の
基
本
と
い
う
べ
＜紹　
　
介＞
修
道
法
学　
二
九
巻　
一
号 
一
一
六
（　
　
　
）
一
一
六
き
明
治
五
（
一
八
七
二
）
年
八
月
の
司
法
職
務
定
制
が
定
め
る
聴
訟
（
民
事
）
手
続
に
は
、
江
戸
幕
府
法
の
影
響
を
多
分
に
残
す
保
守
的
な
規
定
―
―
目
安
糺
、
初
席
、
落
着
―
―
が
見
ら
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
（
石
井
良
助
「
近
世
民
事
訴
訟
法
史
」
法
制
史
論
集
第
八
巻

所
収
《
明
治
初
年
の
民
事
訴
訟
法
》
四
二
五
頁
参
照
）。
明
治
前
半
期
に
は
旧
制
度
が
残
存
し
活
用
さ
れ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
一
典
例
が
裁
判
上
の
呼
出
し
に
遅
不
参
し
た
者
に
対
す
る
取
締
り
法
令
で
あ
ろ
う
。
以
下
に
は
そ
れ
ら
に
関
す
る
法
令
を
紹
介
し
、
裁
判
制
度
が
漸
く
新
し
く
改
革
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
た
時
期
、
明
治
四
年
廃
藩
置
県
前
後
を
含
め
て
、
民
事
上
の
呼
出
し
に
遅
不
参
し
た
者
に
対
し
て
、
裁
判
担
当
官
が
い
か
な
る
態
度
で
臨
ん
で
い
た
か
、
を
見
つ
め
る
こ
と
で
こ
の
時
期
の
民
刑
事
裁
判
の
一
側
面
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。
注

・

・

加
藤
高
前
掲
注

所
収
の
論
文
中
、
明
治
九
年
三
月
中
の
山
口
県
聴
訟
課
配
置
の
判
任
官
職
員
一
覧
（
三
二
頁
以
下
）
を
作
成
し
て
お
い
た
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。
雨
宮
と
は
、
当
時
司
法
省
十
四
等
出
仕
雨
宮
克
の
こ
と
。
雨
宮
は
茨
城
県
士
族
。
嘉
永
四
（
一
八
五
一
）
年
十
二
月
生
れ
、
明
治
九
年
当
時
二
五
才
。
三
、
遅
不
参
者
対
策
に
関
す
る
明
治
初
期
中
央
省
庁
の 
　
　
　
　
　
事
例
　
こ
の
点
に
関
す
る
省
庁
の
対
応
は
意
外
に
早
く
、
明
治
三
庚
午
（
一
八
七
〇
）
年
閏
十
月
十
四
日
に
民
部
省
よ
り
刑
部
省
に
対
す
る
聴
訟
（
民
事
）
事
件
呼
出
人
遅
不
参
に
対
す
る
問
合
せ
と
そ
れ
に
対
す
る
刑
部
省
の
廻
答
、
そ
の
後
の
民
部
刑
部
両
省
間
の
応
答
が
注
目
さ
れ
る
。
以
下
に
は
そ
の
全
文
を
引
用
し
て
見
よ
う
（
文
中
の
当
用
漢
字
、
句
読
点
濁
点
等
は
筆
者
の
手
に
成
る
）。
最
初
に
筆
者
が
候
文
を
読
み
易
い
文
章
に
代
え
、
そ
の
大
要
を
述
べ
た
上
で
原
文
を
載
せ
る
こ
と
に
し
た
〔「
憲
法
類
編
第
二
十
八
・
第
二
篇
民
法
部
・
第
六
巻
訴
訟
法
・
第
十
四
・
附 
」
十
七
丁
以
下
「
庚
午
閏
十
月
十
四
日
民
部
省
ヨ
リ
刑
部
省
ヘ
問
合
当
省
で
取
捌
い
て
い
る
聴
訟
（
民
事
）
事
件
訴
答
の
者
、
詮
議
中
呼
出
時
間
に
と
角
遅
不
参
の
者
が
多
く
、
則
ち
当
省
の
命
令
に
違
背
し
て
い
る
訳
で
、
時
間
に
無
遅
延
で
到
着
の
者
に
対
し
て
も
不
都
合
の
み
な
ら
ず
、
省
の
威
令
に
関
す
る
次
第
に
つ
き
、
昨
巳
年
（
明
治
二
己
巳
年
）
中
に
商
議
の
上
、
右
遅
参
不
参
の
事
情
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
罰
銭
律
を
設
け
、
是
迄
処
置
し
て
来
た
と
こ
ろ
、
御
省
（
刑
部
省
）
に
お
い
て
は
現
在
で
は
過
料
銭
律
を
廃
止
さ
れ
た
由
、
就
い
て
は
当
省
（
民
部
省
）
に
於
い
て
右
制
（
罰
銭
律
）
を
執
行
す
る
の
も
如
何
か
と
存
じ
ら
れ
る
の
で
、
右
制
を
廃
止
す
る
様
に
致
す
べ
き
か
。
そ
う
で
あ
る
時
は
、
以
後
右
の
様
な
者
が
居
た
場
合
、
ど
の
よ
う
な
処
置
に
及
ぶ
べ
き
か
、
簡
易
適
宜
の
制
を
御
報
知
あ
り
た
く
、
是
迄
執
行
し
て
き
た
規
則
を
添
え
て
、
こ
の
段
、
御
問
合
せ
す
る
」
と
い
う
も
の
で
添
付
の
「
罰
銭
規
則
」
も
以
下
に
前
示
と
同
じ
要
領
で
引
用
す
る
と
、「
東
京
宿
（
公
事
宿
の
意
・
筆
者
）
在
留
で
遅
刻
し
た
者
は
、
当
人
過
料
銭
三
貫
、
差
添
人
と
東
京
宿
へ
同
壱
貫
文
ず
つ
、
虚
病
を
申
立
不
参
の
者
は
当
人
過
料
銭
五
貫
文
、
差
添
人
と
東
京
宿
へ
同
三
貫
文
ず
つ
申
し
付
け
、
も
つ
と
も
差
添
人
な
き
分
は
東
京
宿
へ
の
み
前
書
の
通
り
申
し
付
け
、
明
治
初
年
代
、
民
事
裁
判
呼
出
に
遅
不
参
の
者
処
分
の
一
事
例 
一
一
七
（　
　
　
）
一
一
七
東
京
市
中
の
者
呼
出
し
時
間
に
遅
滞
の
分
は
当
人
過
料
銭
三
貫
文
、
町
役
人
共
は
同
壱
貫
文
ず
つ
、
虚
病
申
し
立
て
不
参
の
者
は
当
人
過
料
銭
五
貫
文
、
町
役
人
共
へ
同
三
貫
文
ず
つ
、
い
ず
れ
も
そ
の
た
び
毎
に
罰
銭
申
し
付
け
の
こ
と
」
と
あ
る
。
以
下
原
文
を
掲
げ
て
お
く
。
庚
午
閏
十
月
十
四
日
民
部
省
ヨ
リ
刑
部
省
ヘ
問
合
当
省
ニ
テ
取
捌
候
聴
訟
事
件
訴
答
ノ
モ
ノ
詮
議
中
呼
出
シ
刻
限
兎
角
遅
参
不
参
之
者
多
ク
則
当
省
之
命
令
ニ
違
背
致
シ
候
訳
ニ
テ
刻
限
無
遅
延
到
着
之
者
ヘ
対
シ
候
テ
モ
不
都
合
而
已
ナ
ラ
ス
省
之
威
令
ニ
関
シ
候
次
第
ニ
付
、
昨
巳
年
中
商
議
之
上
右
遅
参
不
参
之
事
情
ニ
寄
、
夫
々
罰
銭
之
律
ヲ
設
ケ
是
迄
所
置
イ
タ
シ
来
候
処
、
御
省
ニ
ヲ
イ
テ
ハ
方
今
過
料
銭
之
律
被
廃
候
由
、
就
テ
ハ
当
省
ニ
於
テ
右
制
ヲ
執
行
イ
タ
シ
候
モ
如
何
哉
ニ
被
存
候
間
廃
止
候
様
可
致
哉
、
然
ル
時
ハ
爾
後
右
様
之
モ
ノ
有
之
節
如
何
処
置
ニ
及
ヒ
可
然
哉
、
簡
易
適
宜
之
制
御
報
知
有
之
度
、
仍
テ
是
迄
執
行
来
候
規
則
書
添
此
段
及
御
問
合
候
也
　
と
し
て
、「
罰
銭
規
則
」
を
添
附
し
て
い
る
。
紹
介
を
続
け
る
。
　　
罰
銭
規
則
東
京
宿
在
留
ニ
テ
遅
刻
イ
タ
シ
候
者
ハ
当
人
過
料
銭
三
貫
文
差
添
人
東
京
宿
ヘ
同
壱
貫
文
ヅ
ツ
虚
病
ヲ
申
立
不
参
イ
タ
シ
候
者
ハ
当
人
過
料
銭
五
貫
文
差
添
人
東
京
宿
ヘ
同
三
貫
文
ツ
ツ
申
付
尤
差
添
人
無
之
分
ハ
東
京
宿
ヘ
而
己
前
書
之
通
申
付
東
京
市
中
之
者
呼
出
シ
刻
限
遅
滞
イ
タ
シ
候
分
ハ
当
人
過
料
銭
三
貫
文
町
役
人
共
同
壱
貫
ツ
ツ
虚
病
申
立
不
参
イ
タ
シ
候
モ
ノ
ハ
当
人
過
料
銭
五
貫
文
町
役
人
共
ヘ
同
三
貫
文
ツ
ツ
何
レ
モ
其
度
毎
ニ
罰
銭
申
付
候
事
　
と
あ
る
。
い
ず
れ
も
明
治
二
（
一
八
六
九
）
年
六
月
版
籍
奉
還
後
、
全
国
が
中
央
政
府
の
統
治
に
移
さ
れ
た
の
に
伴
い
、
新
設
さ
れ
た
二
官
六
省
（
神
祇
官
と
太
政
官
の
２
官
、
民
部
・
大
蔵
・
兵
部
・
刑
部
・
宮
内
・
外
務
の
六
省
）
と
い
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
復
古
的
太
政
官
制
下
に
あ
っ
て
、
明
治
四
年
七
月
廃
藩
置
県
断
行
ま
で
の
間
、
そ
し
て
廃
藩
置
県
直
前
に
司
法
省
が
設
置
さ
れ
る
迄
の
間
、
聴
訟
（
民
事
）
事
件
と
断
獄
（
刑
事
）
事
件
が
前
者
は
民
部
省
、
後
者
は
刑
部
省
に
分
轄
さ
れ
て
い
た
時
期
の
こ
と
で
あ
る
（
当
時
の
太
政
官
制
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、
取
敢
え
ず
石
井
良
助
「
明
治
文
化
史
２
法
制
編
」
洋
々
社
、
昭
和
二
九
年
発
行
、
八
八
頁
以
下
参
照
）。
右
に
民
部
省
が
刑
部
省
に
提
示
し
た
罰
銭
規
則
を
明
治
二
年
の
い
つ
頃
定
め
た
か
は
現
在
筆
者
に
は
明
ら
か
に
し
得
な
い
で
い
る
。
こ
れ
に
対
す
る
刑
部
省
か
ら
民
部
省
へ
の
廻
答
が
翌
四
辛
未
年
 
三
月
十
二
日
に
発
せ
ら
れ
た
。「
御
省
に
お
い
て
訴
訟
当
事
者
を
呼
出
し
の
節
、
遅
参
不
参
の
者
取
扱
い
の
件
に
付
き
、
規
則
書
（
右
の
罰
銭
規
則
）
を
添
え
て
御
問
合
せ
の
趣
き
は
承
知
致
し
た
。
右
は
是
迄
仕
来
り
の
と
お
り
御
取
扱
い
に
成
っ
て
も
当
省
に
於
い
て
は
異
存
の
筋
も
な
い
と
こ
ろ
で
、
別
紙
御
返
却
お
答
え
に
及
ぶ
」
と
あ
り
、
民
部
省
が
当
該
遅
不
参
者
に
対
す
る
罰
銭
規
則
の
適
用
に
つ
き
刑
部
省
は
「
異
存
之
筋
」
な
し
と
回
答
し
て
い
る
。
即
ち
　　
辛
未
三
月
十
二
日
刑
部
省
回
答
御
省
ニ
於
テ
訴
答
ノ
モ
ノ
呼
出
之
節
遅
参
不
参
之
者
取
扱
之
儀
ニ
付
規
則
書
相
添
御
問
合
之
趣
致
承
知
候
右
ハ
是
迄
仕
来
之
通
御
取
扱
相
成
候
テ
於
＜紹　
　
介＞
修
道
法
学　
二
九
巻　
一
号 
一
一
八
（　
　
　
）
一
一
八
当
省
異
存
之
筋
モ
無
之
依
テ
別
紙
御
返
却
及
御
答
候
也
　
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
更
に
同
じ
四
年
四
月
二
十
三
日
刑
部
省
が
民
部
省
に
回
答
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、「
聴
訟
（
民
事
）
事
件
で
訴
答
之
者
（
訴
訟
当
事
者
）
呼
出
の
刻
限
に
遅
不
参
の
節
お
咎
め
の
件
に
つ
き
先
般
御
問
合
せ
が
あ
り
御
答
え
に
及
ん
で
お
い
た
処
（
省
略
）、
別
紙
の
通
り
違
式
条
目
を
設
置
し
、
右
の
様
な
軽
科
の
者
は
総
て
右
違
式
を
以
て
所
置
す
る
の
で
こ
の
段
御
回
答
に
及
ぶ
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
民
部
省
が
辛
未
四
月
十
二
日
に
問
合
せ
を
し
て
い
た
様
で
こ
こ
で
は
略
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
対
す
る
刑
部
省
よ
り
「
違
式
」
条
目
設
定
の
回
答
で
あ
ろ
う
。「
違
式
」
と
し
て
「
重
キ
ハ
笞
二
十
、
軽
キ
ハ
笞
十
、
笞
ニ
及
サ
ル
ハ
呵
責
」
と
定
め
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
刑
部
省
が
「
伺
之
上
」
定
め
た
と
あ
る
か
ら
太
政
官
政
府
中
枢
に
上
奏
し
て
承
認
を
得
た
の
で
あ
ろ
う
。
　
辛
未
四
月
廿
三
日
刑
部
省
回
答
聴
訟
之
事
件
訴
答
之
者
御
呼
出
之
刻
限
遅
参
又
ハ
不
参
致
シ
候
節
御
咎
之
儀
ニ
付
先
般
御
問
合
有
之
御
答
ニ
及
ヒ
置
候
処
当
省
ニ
於
テ
右
様
之
事
件
取
扱
振
猶
御
問
合
之
趣
致
承
知
候
右
ハ
過
日
御
答
ニ
ヲ
ヨ
ビ
候
処
別
紙
之
通
違
式
之
条
相
設
ケ
右
様
軽
科
之
者
ハ
総
テ
右
違
式
ヲ
以
テ
所
置
致
候
儀
ニ
有
之
候
依
テ
此
段
及
御
回
答
候
也
（
辛
未
四
月
十
二
日
民
部
省
問
合
書
略
）
違
式
　
　
重
キ
ハ
笞
二
十
　
　
軽
キ
ハ
笞
十
　
　
笞
ニ
及
サ
ル
ハ
呵
責
　
右
之
通
伺
之
上
相
成
候
事
　
こ
れ
に
対
し
て
同
四
年
五
月
廿
三
日
民
部
省
よ
り
刑
部
省
へ
問
合
せ
が
な
さ
れ
て
い
る
。
以
下
概
略
を
見
る
と
、
聴
訟
事
件
に
呼
出
し
当
日
遅
不
参
の
者
所
置
振
り
を
問
合
せ
た
と
こ
ろ
、
贖
罪
例
に
照
準
し
、
も
っ
と
も
極
貧
で
贖
罪
 
金
を
差
出
し
が
た
い
者
は 
御
省 
に
お
い
て
笞
刑
申
付
け
る
旨
は
承
知
し
（
刑
部
省
）
た
が
、
そ
れ
で
は
士
族
卒
神
職
僧
侶
の
分
も
遅
参
不
参
に
限
り
贖
金
を
申
し
付
け
、
も
し
極
貧
困
で
贖
金
を
差
出
し
が
た
い
者
は
本
刑
の
半
減
謹
慎
を
申
し
付
け
る
べ
き
筋
で
あ
る
の
か
、
且
つ
不
参
遅
参
等
贖
罪
例
に
照
準
し
、
別
紙
条
目
の
通
り
取
り
決
め
て
よ
い
か
。
な
お
こ
の
段
お
問
合
せ
に
及
ぶ
、
と
い
う
も
の
で
、
以
下
に
「
条
目
」
を
添
え
て
い
る
。
原
文
は
以
下
の
如
く
で
あ
る
。
　
一
、
呼
出
シ
当
日
不
参
致
シ
候
者　
当
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
刑
笞
二
十
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
贖
金
壱
両
弐
分
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
差
添
人
東
京
宿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
刑
笞
一
十
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
贖
金
三
分
宛
　
一
、
刻
限
遅
参
致
シ
候
者　
　
　
　
当
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
刑
笞
一
十
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
贖
金
三
分
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
差
添
人
東
京
宿
明
治
初
年
代
、
民
事
裁
判
呼
出
に
遅
不
参
の
者
処
分
の
一
事
例 
一
一
九
（　
　
　
）
一
一
九
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
呵
責
但
シ
極 
究 
ニ
テ
贖
金
難
差
出
段
実
決
致
シ
候
節
ハ
総
テ
本
刑
ノ
半
減
、
士
マ
マ
族
卒
神
職
僧
侶
ハ
謹
慎
、
平
民
ハ
其
始
末
書
付
取
之
最
前
之
請
書
相
添
刑
部
省
ヘ
差
送
リ
可
申
事
　
と
あ
る
の
に
対
し
、
明
治
四
年
六
月
十
七
日
刑
部
省
の
廻
答
は
以
下
の
如
く
「
御
問
合
之
通
御
取
極
」
め
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
、
即
ち
異
論
な
し
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
以
上
が
明
治
三
、
四
年
司
法
省
設
置
以
前
の
民
事
事
件
に
つ
き
裁
判
役
所
よ
り
呼
出
し
に
遅
不
参
の
者
の
取
扱
い
ぶ
り
の
事
例
で
あ
っ
た
（
こ
れ
ら
資
料
は
、
別
に
複
刻
版
法
令
全
書
明
治
四
年
（
刑
部
省
附
録
第
四
乃
至
第
六
）
九
二
一
頁
以
下
参
照
の
こ
と
）。
し
た
が
っ
て
明
治
四
年
七
月
八
日
司
法
省
設
置
以
後
、
前
記
民
部
・
刑
部
省
時
代
の
遅
不
参
者
に
対
す
る
取
扱
い
方
針
が
そ
の
ま
ま
活
用
さ
れ
た
か
否
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
明
治
六
年
頃
よ
り
政
府
内
部
で
の
政
治
的
軋
轢
の
激
化
か
ら
民
選
議
院
設
立
の
建
白
等
に
触
発
さ
れ
、
自
由
民
権
運
動
が
次
第
に
国
民
の
間
に
浸
透
し
て
い
こ
う
と
す
る
時
期
、
政
府
側
も
裁
判
所
に
お
け
る
政
治
的
抗
争
に
備
え
る
べ
く
明
治
七
（
一
八
七
四
）
年
五
月
二
十
日
司
法
省
甲
第
九
号
達
を
以
て
「
裁
判
所
取
締
規
則
」（
全
八
条
）
を
定
め
、
裁
判
官
を
尊
敬
す
る
様
、
そ
の
違
反
者
に
は
譴
責
を
加
え
、
罰
金
を
課
す
る
等
の
規
定
を
設
け
て
お
り
、
そ
の
後
も
司
法
省
甲
第
十
九
号
（
十
月
八
日
）
達
で
は
右
規
則
中
第
五
条
乃
至
第
八
条
を
改
正
し
て
い
る
が
、
こ
と
に
当
時
の
代
言
人
の
違
反
に
対
し
て
は
厳
重
な
処
分
を
用
意
し
て
い
る
。
そ
し
て
同
年
司
法
省
甲
第
二
十
一
号
達
（
十
二
月
二
十
日
）
で
は
裁
判
所
規
則
第
九
条
を
改
正
し
「
刻
限
呼
出
ヲ
受
タ
ル
者
疾
病
又
ハ
無
據
事
故
ア
リ
テ
遅
参
又
ハ
不
参
ス
ル
時
ハ
其
事
実
ヲ
明
細
ニ
記
載
シ
タ
ル
届
書
ヲ
呼
出
刻
限
前
裁
判
所
ニ
差
出
ス
ヘ
シ
若
シ
刻
限
後
届
出
ル
カ
又
ハ
無
届
ニ
テ
遅
参
不
参
ヲ
致
ス
者
ハ
断
獄
課
ニ
廻
シ
違
式
ノ
軽
重
ニ
問
ヒ
相
当
ノ
罰
金
ヲ
科
ス
可
キ
事
」
と
い
う
形
に
変
り
な
が
ら
、
そ
し
て
こ
こ
で
は
民
事
に
限
ら
ず
広
く
裁
判
所
の
呼
出
し
に
疾
病
等
正
当
な
理
由
な
く
無
届
で
遅
不
参
し
た
者
に
は
、
違
式
の
軽
重
に
従
い
相
当
の
罰
金
が
断
獄
課
に
お
い
て
科
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
甲
第
二
十
一
号
司
法
省
達
は
、
前
示
の
如
く
明
治
十
年
第
五
号
太
政
官
布
告
で
廃
止
さ
れ
る
迄
存
続
す
る
こ
と
に
な
る
。
　
以
上
本
稿
で
は
裁
判
所
の
呼
出
し
に
遅
不
参
の
者
へ
の
取
扱
い
法
令
を
中
心
に
そ
の
推
移
を
眺
め
た
が
、
こ
の
様
な
無
届
不
参
遅
参
者
に
対
し
て
は
明
治
の
こ
の
時
期
、
行
政
庁
に
お
い
て
も
、
広
く
文
武
官
に
お
い
て
も
そ
の
取
扱
い
に
は
政
府
は
苦
慮
し
て
い
た
様
で
あ
っ
た
こ
と
は
当
時
の
多
く
の
法
令
が
そ
れ
を
物
語
っ
て
い
る
（
復
刻
版
法
令
全
書
（
別
巻
―
３
）
索
引

「
不
参
・
不
参
届
」
の
項
目
―
―
一
七
七
九
頁
以
下
参
照
―
―
昭
和
五
一
年
原
書
房
発
行
）。
